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2018年 8月 24日（金）～28 日（火）、韓国ソウル市の The K-Hotel に

おいて、21ヵ国から 379名の登録参加者を得て、第 4回アジア未来会

議が開催されました。総合テーマは「平和、繁栄、そしてダイナミッ

クな未来」。朝鮮戦争の後、韓国は絶え間ない努力と海外からの多大な

援助によって「漢江の奇跡」と呼ばれる経済発展を遂げました。歴史

的経験から、開発にともなう苦痛や悩みをよく理解している韓国ソウ

ルで開催されたこの会議が、これからのアジアの「平和と繁栄、そし

てダイナミックな未来」に寄与することを願って、広範な領域におけ

る課題に取り組み、基調講演とシンポジウム、招待講師による円卓会

議、そして数多くの研究論文の発表が行われ、国際的かつ学際的な議

論が繰り広げられました。 

 

アジアだけでなく世界各地から参加者が到着予定の 8月 24 日（金）

は、韓国では 6 年ぶりという台風 19号がソウルを直撃するという予報

が早くからだされ、東南アジアからの便が数本キャンセルになりまし

たが、台風の進路は東に逸れ、殆どの参加者はこの日のうちに会場ま

でたどり着くことができました。 

 

翌、8月 25日（土）の午前中は 2本の円卓会議と同時進行で 10の分科

会が行われました。円卓会議の概要は以下の通りです。 

 

◇円卓会議 A「第 3 回日本・中国・韓国における国史たちの対話の可能

性」（助成：東京倶楽部） 

この円卓会議では、東アジアの歴史和解を実現するとともに、国民同

士の信頼を回復し、安定した協力関係を構築するためには歴史を乗り

越えることが一つの課題であると捉え、日本の「日本史」、中国の「中

国史」、韓国の「韓国史」を対話させる試みです。今回は 5回シリーズ

の第 3回目で、「17 世紀東アジアの国際関係ー戦乱から安定へー」とい

うテーマで議論が展開されました。さらに、最後のセッションでは、

早稲田大学の「和解学の創成」プロジェクトの一環として、今までに

行われた歴史対話の試みについて振り返りました。（日中韓同時通訳） 

 

◇円卓会議 B「第 2 回東南アジア宗教間の対話」では、「寛容と和解－

紛争解決と平和構築に向けた宗教の役割」をテーマに、対立や紛争の

原因が政治経済的な課題であるにもかかわらず、宗教の対立としての

様相を帯びることが数多くあるが、それは宗教が対立する民族や集団 
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の基層文化のなかに深く根ざしているからにほかならないという問題

意識により、ミャンマー、タイ、インドネシア、フィリピン、ベトナ

ムの紛争解決、平和構築の経験及び研究をベースとして和解、平和構

築に向けた宗教および宗教者の役割、そして「平和と和解」への途を

探りました。（使用言語：英語） 

 

昼食休憩の後、午後 2 時から開会式が始まり、明石康大会会長が第 4

回アジア未来会議の開会を宣言しました。共催の韓国未来人力研究院

の李鎮奎理事長の歓迎の挨拶の後、長嶺安政在韓国日本大使より祝辞

をいただきました。 

 

引き続き、「AIと人間の心、そして未来」と題した基調講演およびシン

ポジウムが開催されました。慶熙サイバー大学の鄭智勲教授「AIの

今、そして未来」、ソウル大学の金起顯教授「AI と人間の心」の 2本の

基調講演の後、共催の韓国社会科学協議会の朴賛郁会長の進行で、韓

国政治学会の金義英会長、韓国社会学会の申光榮会長、大韓地理学会

の李勇雨次期会長、国際開発協力学会の權赫周次期会長、韓国国際政

治学会の金錫宇会長を討論者に迎え、AIが社会に与える影響を検討し

ました。（韓英同時通訳） 

最後に、400 人を超える参加者は、韓国伝統楽器を用いた HONAという

グループによるジャズのコンサートを楽しみました。 

 

第 4回アジア未来会議のプログラムは下記リンクよりご覧いただけま

す。 

http://www.aisf.or.jp/AFC/2018/conference-program/ 

 

その後、台風一過で快晴の屋上庭園で開かれたウェルカムパーティー

は、ジャズ演奏を聴きながら夜遅くまで続きました。 

 

8 月 26日（日）午前 9 時から、12の小会議室を使って、分科会が行わ

れました。前日の午前中と合わせて、7 グループセッション、6学生セ

ッション、43一般セッションが行われ、224本の論文発表が行われま

した。アジア未来会議は国際的かつ学際的なアプローチを目指してお

り、各セッションは、発表者が投稿時に選んだ「平和」「幸福」「イノ

ベーション」などのトピックに基づいて調整され、学術学会とは趣を

異にした、多角的で活発な議論が展開されました。 

一般セッションと学生セッションでは、各セッションごとに 2 名の座

長の推薦により優秀発表賞が選ばれました。優秀発表賞の受賞者リス

トは下記リンクよりご覧いただけます。 

 

http://www.aisf.or.jp/AFC/2018/files/List_of_AFC4_BEST_PRESENTATIONS.pdf 
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優秀論文は学術委員会によって事前に選考されました。2017年 8月 31

日までに発表要旨、2018年 2月 28日までにフルペーパーがオンライン

投稿された 137 篇の論文を 14 グループに分け、ひとつのグループを 4

名の審査員が、(1)論文のテーマが会議のテーマ「平和、繁栄、そして

ダイナミックな未来」と適合しているか、(2)わかりやすく説得力があ

るか、(3)独自性と革新性があるか、(4)国際性があるか、(5)学際性が

あるか、という指針に基づいて査読しました。各審査員は、グループ

の中の 9～10本の論文から 2 本を推薦し、集計の結果、上位 19本を優

秀論文と決定しました。優秀論文リストは下記リンクからご覧いただ

けます。 

http://www.aisf.or.jp/AFC/2018/files/List_of_AFC4_BEST_PAPERS.pdf 

 

クロージングパーティーは、同日午後 6時半からピアノの演奏で始ま

り、今西淳子 AFC実行委員長の会議報告のあと、共催の韓国社会科学

協議会の朴賛郁会長のご発声により乾杯をして会の成功を祝いまし

た。宴もたけなわの頃、優秀賞の授賞式が行われました。授賞式で

は、優秀論文の著者 19名が壇上に上がり、明石康大会委員長から賞状

の授与がありました。続いて、優秀発表賞 48 名が表彰されました。 

パーティーの終盤では、第 5 回アジア未来会議の概要の発表がありま

した。フィリピン大学ロスバニョス校総長自らの歓迎ビデオと、実行

委員会からの挨拶、そしてフィリピンからの参加者全員が会場も巻き

込んでフィリピン版カンナムスタイルを踊り、会場は大いに盛り上が

りました。 

 

8 月 27日（月）、参加者はそれぞれ、非武装地帯スタディツアー、ソウ

ル伝統建築ツアー、ソウル市内観光、南漢山城スタディツアー、NANTA

鑑賞などに参加しました。 

 

第 4回アジア未来会議「平和、繁栄、そしてダイナミックな未来」

は、(公財)渥美国際交流財団関口グローバル研究会(SGRA)主催、韓国

社会科学協議会と(財)未来人力研究院の共催、文部科学省、在韓日本

大使館、ソウルジャパンクラブの後援、(一社)東京倶楽部の助成、

CISV Korea、(公財)本庄国際奨学財団、Doalltec (株)、グローバル

BIM(株)の協力、そして、POSCO建設(株)、HAEAHN Architecture(株)、

(株)NIスティール、中外製薬(株)、三菱商事(株)、東京海上ホールデ

ィングス(株)、コクヨ(株)、鹿島道路(株)、大興物産(株)、鹿島建物

総合管理(株)、イースト不動産(株)、Kajima Overseas Asia 

Pte(株)、鹿島建設(株)のご協賛をいただきました。 

 

運営にあたっては、渥美フェローを中心に実行委員会、学術委員会が

組織され、フォーラムの企画から、ホームページの維持管理、優秀賞 
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の選考、当日の受付まであらゆる業務を担当しました。特に韓国出身

の渥美フェローには翻訳やビザ招待状の手配から、当日の会議進行に

おける雑務まで、多大なご協力をいただきました。 

 

400名を超える参加者の皆様、開催のためにご支援くださった皆様、さ

まざまな面でボランティアでご協力くださった皆様のおかげで、第 4

回アジア未来会議を成功裡に実施することができましたことを、心よ

り感謝申し上げます。 

 

アジア未来会議は、国際的かつ学際的なアプローチを基本として、グ

ローバル化に伴う様々な問題を、科学技術の開発や経営分析だけでな

く、環境、政治、教育、芸術、文化など、社会のあらゆる次元におい

て多面的に検討する場を提供することを目指しています。SGRA 会員だ

けでなく、日本に留学し現在世界各地の大学等で教鞭をとっている研

究者、その学生、そして日本に興味のある若手・中堅の研究者が一堂

に集まり、知識・情報・意見・文化等の交流・発表の場を提供するた

めに、趣旨に賛同してくださる諸機関のご支援とご協力を得て開催す

るものです。 

 

第 5回アジア未来会議は、2020年 1月 9日(木)から 13 日(月)まで、フ

ィリピンのマニラ市近郊で開催します。皆様のご支援、ご協力、そし

て何よりもご参加をお待ちしています。 

 

第 4回アジア未来会議の写真（ハイライト）は下記リンクよりご覧い

ただけます。 

http://www.aisf.or.jp/sgra/active/photo-gallery/2018/11344/ 

 

フェアウェルパーティーの時に映写した写真（動画）は下記リンクよ

りご覧いただけます。 

https://youtu.be/vDAm7GD8I_g 

 

第 5回アジア未来会議チラシ 

http://www.aisf.or.jp/AFC/2018/files/AFC5-Flyer2.pdf 

 

（文責：SGRA代表 今西淳子） 
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